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ごあいさつ 現場第一！ひたむきに走る現場第一！ひたむきに走る
　日頃より温かいご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
皆様に県議会議に送り出していただき、一年が経ちました。
初心を忘れることなく、現場の皆様の声に耳を傾け、全力で働いて参る決意です！
議会活動の一端を掲載させていただきました。今後ともご指導・ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

不登校支援・個別最適な学
びについて
【勝山】不登校児童・生徒が過去最多
に増加している。受け皿や居場所
の確保は喫緊の課題。教育支援セ
ンターの充実やマインクラフトの
ような、メタバースを活用した支
援の検討すべき。

【教育⾧】令和6年度県内5市町村に多様
な学び支援コーディ
ネーターを配置予
定。教 育 支 援 セ ン
ターの新設や増設、
未設置の町村の広域
連携の促進など、不

登校児童生徒の学びの場の確保に向け支
援をする。児童生徒がアバターを用いて安
心してコミュニケーションをとることが
出来るメタバースの教育的活用について、
次年度メタバースにおけるバーチャルな
教育空間の活用検討会議を立ち上げ、その
中で不登校支援についても検討を進めた
い。
【勝山】不登校の受け皿や居場所を
確保すると同時に相談体制の充実
も重要と考える。スクールカウンセ
ラー、ソーシャルワーカーの体制の
充実や教職員の研修の充実を図り、
児童生徒の特性や事情にあった対
応ができるような体制の整備を要
望する。

【教育⾧】スクールカウンセラー、ソーシャ
ルワーカーそれぞれの増員をお願いする
とともに、教職人と教育支援センターやフ
リースクールの関係者が連携して支援に
取り組むことが出来るよう、代表者による
パネルイメージ
ディスカッショ
ン形式の研修会
を企画し、体制整
備を進める。

【勝山】政府が出した「こども未来
戦略」に公教育の再生が盛り込まれ
た。公明党は教育は子どもの幸せの
ためであるとの理念のもと、子ども
の可能性を開くことに焦点を当て
た公教育の再生に取り組むべきと
考える。例えば、午前中は集団学習
形式で協力して学ぶ社会性を身に
付け、午後は個別学習形式で探求学
習や文化・スポーツ活動、企業実習
など自分の得意や強みを伸ばすな
ど。学校改革・公教育の再生をどの
ように考えるか。

【教育⾧】子どもたちが自ら学びの内容や
方法を選択できる、一人一人に合った学び
の特性法の設置の検討をするとともに、教
員が本来の業務に専念できるよう、業務の
見直しやICT化を進める。
また、「探究県」長野の学びを実現していく
ことにより、全ての子どもにとって学校が
楽しくて行きたい場所となるよう努める。

2月定例会 2月定例会 一般質問一般質問

初当選以来、毎定例会で一般質問に立たせてい
ただいております。主な質問の趣旨、答弁は以
下の通りです。

一 般 質 問 の 動 画 は 右 のQR
コードよりご視聴になれます。 
是非ご覧ください。

2月定例会

駒沢新町団地・第二団地について
【勝山】地元の駒沢新町団地・第二団地
は高齢化が進み、役員のなり手不足が課
題。年代を分散して入居募集をするな
ど、対応を伺う。

【公営住宅室長】世代で分けることは、
現在の制度上では困難。駒沢新町団地に
ついては、子育て世帯用にリノベーショ
ンをして、子育て世帯を入居対象とする
取組をしている。しかし、全ての部屋を
改修する訳にはいかず若者世帯が少な

いのが現状。
【勝山】団地を集約して空き地が目立つ
ようになった。地域の役に立つような空
き地の活用の検討を望む。見通しは?

【公営住宅室長】現在、入居されてる方
の協力をいただきながら集約移転を進
め、空いた土地の有
効活用については地
元や⾧野市と相談し
ながら進めたい。

駒沢川の改修について
【勝山】駒沢橋の架け替えにより、道路
の高さが変更するなど懸念があるが、今
後の予定を伺う。

【河川課長】河川、
橋梁、道路など全て
の設計が詳細に出

来上がった段階で、地域の皆さんにご説
明をして、工事を進めて参りたいと考え
ている。

信州防災アプリの普及について
【勝山】小中高生は全員タブレットを
持っています。教育委員会と連携して、
小中高生に信州防災アプリを活用した
防災教育を行ってみては。

【危機管理防災課長】信州防災アプリを
活用した授業を考えている先生がいた
り、実際に導入した事例があると伺って
いる。
今後、教育委員会
と連携をしたり、
市町村とも話をし
ながら進めて参り
たい。

危 機 管 理
建設委員会
で の 質 問
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